
多
種
多
様
の
学
習
会

俵
山
公
民
館
で
は
、
毎
年
「
俵
山

地
区
民
合
同
学
習
会
」
を
開
催
し
て

お
り
、
今
年
度
で
30
回
を
迎
え
ま
す
。

過
去
29
回
の
中
に
は
、「
農
業
関

連
の
講
座
」
や
「
心
と
身
体
の
健
康

に
つ
い
て
」、「
人
生
を
１
０
０
倍
楽

し
む
方
法
」
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

こ
こ
４
、
５
年
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
連
し
た
講
座
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

今
年
３
月
に
開
催
し
た
学
習
会
で

は
、
新
し
く
結
成
さ
れ
た
俵
山
公
民

館
事
業
企
画
運
営
委
員
会
の
運
営
の

も
と
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
に
お

い
て
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
中

心
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
住
民
自
治
組
織
で
、
中
心
と
な

っ
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
会
長
を
お
招
き

し
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
地
域
を
人
が
集

ま
る
に
ぎ
や
か
な
場
所
に
し
よ
う

と
、
手
作
り
の
自
然
観
光
農
園
を
自

分
た
ち
の
手
で
造
ら
れ
た
自
治
会
組

織
で
す
。

講
義
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
様
々
な
話
を
聞
き
、
参
加
者
は
大

き
な
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

高
ま
り
あ
う
地
域
力

こ
の
俵
山
地
区
民
合
同
学
習
会
で

の
講
義
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
た
び

11
月
24
日
に
は
俵
山
か
ら
総
勢
約
30

人
で
、
こ
の
先
進
地
で
あ
る
鹿
児
島

県
薩
摩
川
内
市
を
訪
れ
、
住
民
主
導

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
現
地
で

の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

来
年
３
月
開
催
予
定
の
第
30
回
俵

山
地
区
民
合
同
学
習
会
も
、
地
域
活

性
化
の
一
助
と
な
る
講
義
内
容
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

俵山地区民合同学習会の様子

撮影／得能道弘

な
が
と
近
松
実
験
劇
場
の
地
元
出

演
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
近
松
八

展
劇
場
」
に
よ
る
第
３
回
公
演
。
前

作
「
談
話
室
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
か
ら
、

１
年
６
ヶ
月
ぶ
り
と
な
る
待
望
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
公
演
で
す
。
脚
本
、
演
出
、

音
楽
、
そ
の
他
キ
ャ
ス
ト
に
い
た
る

ま
で
、
す
べ
て
メ
ン
バ
ー
で
手
掛
け

た
「
ザ
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
／
16
（日）

13：

30
〜
、
17：

30
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
、
当
日
同
額
）

一
　
　
般
／
　
５
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

宝
塚
Ｏ
Ｇ
16
名
に
よ
る
ラ
テ
ン
の

祭
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
シ

ョ
ー
。
楽
し
い
ラ
テ
ン
音
楽
に
よ
る

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
で
す
。

●
と
き
　
２
／
19
（火）

14：

00
〜
、
18：

00
〜

●
出
演
　
峰
さ
を
理
、
高
汐
巴
、
平

み
ち
　
ほ
か

●
予
定
曲
目
　
コ
パ
カ
パ
ー
ナ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
泣
か
な
い
で
、
フ

ォ
ー
エ
バ
ー
・
タ
カ
ラ
ヅ
カ
、
す

み
れ
の
花
咲
く
頃
ほ
か

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

６
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
12
／
12
（水）

10：

00
〜

一
　
般
　
12
／
19
（水）

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
６
４
４
５

12
／
19
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
開
始

東
京
国
立
劇
場
小
劇
場
、
大
阪
国

立
文
楽
劇
場
に
な
ら
び
文
楽
公
演
に

欠
か
せ
な
い
舞
台
機
構
を
備
え
た
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
で
本
格
的
な
文
楽
を

観
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
３
／
６
（木）

昼
の
部
／
14：

00
〜

「
近
頃
河
原

ち
か
ご
ろ
か
わ
ら

の
達
引

た
て
ひ
き

」
四
条
河
原

し
じ
ょ
う
が
わ
ら

の

段
・
堀
川
猿
廻

ほ
り
か
わ
さ
る
ま
わ

し
の
段
、「
義
経

よ
し
つ
ね

千
本
桜

せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

」
道
行
初
音
旅

み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

夜
の
部
／
18：

00
〜

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子

だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

」
火
の
見
櫓

み
や
ぐ
ら

の

段
、「
生
写
朝
顔
話

し
ょ
う
う
つ
し
あ
さ
が
お
ば
な
し

」
明
石

あ

か

し

船ふ
な

別わ
か

れ
の
段
・
宿
屋

や

ど

や

の
段
・
大
井
川

お
お
い
が
わ

の
段

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
　
階
　
席
／
　
４
、
０
０
０
円

２
　
階
　
席
／
　
２
、
５
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

２
０
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
１
、
２
０
０
円

※
昼
夜
共
に
お
求
め
の
方
に
限
り
、

１
、０
０
０
円
割
引
い
た
し
ま
す
。

（
１
階
席
の
み
。
桟
敷
席
除
く
）

※
高
校
生
以
下
席
は
、
２
階
席
の
み

と
な
り
ま
す

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
12
／
22
（土）

10：

00
〜

一
　
般
　
１
／
９
（水）

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②
ほ
か

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
６
４
４
６

１
／
９
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
開
始

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
奏
で
る
深

く
豊
か
な
音
色
と
、
日
本
語
の
美
し

い
響
き
を
味
わ
う
ひ
と
と
き
。
新
春

に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る
く
く
つ
ろ
い

だ
雰
囲
気
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
１
／
20
（日）

14：

00
〜

●
朗
読：

小
室
等
、
演
奏：

東
京
室

内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
　
階
　
席
／
　
３
、
５
０
０
円

２
　
階
　
席
／
　
２
、
０
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

１
５
、
０
０
０
円
　

高
校
生
以
下
／
　
１
、
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
２
階
席

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

①
ほ
か

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
６
６
５
７

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

極
限
の
生
活
の
中
で
味
わ
っ
た
自

然
と
今
暖
か
く
美
味
な
る
も
の
を

腹
一
杯
食
っ
て
自
由
な
身
で
味
わ

う
眺
望
と
ど
ち
ら
が
本
質
が
み
え

る
か
。

｜
香
月
泰
男
｜

シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
か
ら
復
員
し
た
香

月
泰
男
は
、
台
所
を
数
多
く
描
い
た

時
期
が
あ
り
ま
す
。
食
に
は
、
生
き

る
こ
と
に
つ
な
が
る
感
謝
と
歓
び
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
香
月
家
の
食
卓
を
彩
っ

た
「
野
菜
」
と
「
果
物
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
、
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

●
会
　
期
　
１
／
27
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

「
米
ば
し
こ
ん
ど
き
！
」、「
今
日

は
か
ら
め
し
ば
い
」、「
キ
ュ
ー
リ
の

塩
漬
け
、
く
わ
ん
と
ね
？
」、「
が
ば

い
う
ま
か
と
よ
」

少
年
期
の
思
い
出
を
綴
っ
た
自
伝

本
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

で
お
な
じ
み
の
島
田
洋
七
に
よ
る
爆

笑
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
抱
腹
絶
倒
の
舞

台
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
１
／
13
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

２
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
ウ
ェ
ー
ブ
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
、
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
５
の
娘
と
来
ま
し
た
。
娘
が
ハ

イ
ラ
ル
通
信
に
興
味
を
持
ち
、
戦
争

に
つ
い
て
話
す
機
会
が
持
て
ま
し

た
。「
ア
ト
リ
エ
」
が
と
て
も
素
敵

で
し
た
。

（
福
岡
県
40
代
女
性
）

何
度
来
て
も
心
が
動
か
さ
れ
ま

す
。
香
月
さ
ん
の
す
べ
て
の
も
の
へ

の
愛
と
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
私
に

と
っ
て
、
心
が
さ
み
し
く
な
る
と
来

る
美
術
館
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

（
山
口
市
60
代
女
性
）


